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憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー

で
は
３
月

25
日
に
、
ま

た
、
新
日
本
婦
人
の
会

夕
張
支
部
で
は
翌

26

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
夕
張
店
前

に
お
い
て
、「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
」
に

抗
議
の
ア
ピ
ー
ル
行
動

を
行
い
ま
し
た
。 

 

25

日
は
市
内
の
平

和
団
体
で
あ
る
、「
明
日

の
平
和
を
つ
く
り
だ
す

夕
張
の
会
」
や
「
ゆ
う

ば
り
女
性
９
条
の
会
」

等

19

人
が
集
ま
り
ま

し
た
。 

ゆ
う
ば
り
女
性
９
条

の
会
か
ら
、
事
務
局
長

の
滝
口
洋
子
さ
ん
が
、

立
憲
民
主
党
か
ら
千
葉

清
美
栗
山
町
議
が
、
日

本
共
産
党
か
ら
、
く
ま

が
い
桂
子
夕
張
市
議
が

次
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
チ

し
ま
し
た
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
攻
撃

に
よ
っ
て
、
市
民
の
命

が
奪
わ
れ
、
１
０
０
０

万
人
を
超
え
る
人
々
が

避
難
民
と
な
り
、
命
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
絶
対
に
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党

は
ロ
シ
ア
の
侵
略
を
怒

り
を
込
め
て
糾
弾
し
、

侵
略
を
直
ち
に
中
止
す

る
よ
う
、
厳
し
く
求
め

ま
す
。 

ま
た
、
食
料
、
医
薬

品
、
資
金
な
ど
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
へ
の
支

援
が
急
務
で
す
。
た
だ

い
ま
こ
の
場
に
て
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
緊
急

募
金
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
全
額
を
国
連
難
民

高
等
弁
務
官
事
務
所
、

ユ
ニ
セ
フ
に
届
け
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

「
核
兵
器
」
で
世
界

を
お
ど
し
、
原
発
ま
で

攻
撃
し
て
い
る
プ
ー
チ

ン
大
統
領
。
ロ
シ
ア
の

侵
略
は
国
際
法
違
反
で

あ
り
、
国
際
平
和
を
土

台
か
ら
壊
す
暴
挙
で
す
。

絶
対
に
許
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。 

プ
ー
チ
ン
が
最
も
恐

れ
て
い
る
の
は
、「
国
際

世
論
」
で
包
囲
さ
れ
る

こ
と
で
す
。 

い
ま
、
世
界
中
で
市

民
が
声
を
上
げ
、
１
４

１
も
の
国
々
が
国
連
の

非
難
決
議
に
賛
成
し
、

そ
し
て
ロ
シ
ア
国
内
で

も
、
戦
争
反
対
の
デ
モ

が
大
規
模
に
起
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
戦

争
を
止
め
る
力
で
す
。 

「
核
の
脅
し
」
な
ど

通
用
し
な
い
世
界
を
つ

く
る
た
め
、
日
本
政
府

は
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
し
、
核
兵
器
を
な

く
す
先
頭
に
立
つ
べ
き

で
す
。「
核
の
共
有
」
を

言
い
出
し
た
安
倍
元
首

相
や
維
新
の
会
は
、
被

爆
国
の
政
治
家
、
政
党

と
し
て
失
格
で
す
。 

国
連
決
議
を
棄
権
し

た
中
国
な
ど
の
国
々
に
、

日
本
政
府
は
外
交
努
力

を
尽
く
す
べ
き
で
す
。 
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３
月

26

日
令
和
３
年

度
夕
張
市
文

化
協
会
三

賞
授
与
式
が

拠
点
複
合

施
設
り
す
た

で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
た
め
、
過
去
２
回

開
催
で
き
ず
、
り
す
た
で

は
初
め
て
の

開
催
と
な

り
ま
し
た
。
受
賞
者
団
体

と
個
人
を
紹
介
し
ま
す
。 

 【
夕
張
市
文
化
協
会
賞
】 

50
周
年
記
念
雪
月
花
展 

代
表 

下
向 

恵
子 

様 

雪

月

花

展

は

公

民

館

活
動
と
し
て
、
短
歌
・
俳

句
・
書
道
・
生
花
の
共
同

創
作
展
と
し

て
夕
張
市

教
育
委
員
会

の
協
力
を

得
て
、
昭
和

46
年
に
第
一

回
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

【
市
長
奨
励
賞
】 

夕 

美 

会 

代
表 

源
籐 

世
栄
子
様 

夕
美
会
は
昭
和

55

年

に
京
都
着
物

学
院
夕
張

分
校
と
し
て

発
足
し
着

物
に
つ
い
て

学
ん
で
い

る
団
体
で
す
。
毎
年
行
わ

れ
る
成
人
式
の
見
守
り
、

着
物
の
着
直
し
や
、
年
に

一
度
夕
張
中
学
校
で
「
ゆ

か
た
着
付
け
」
指
導
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
教
育
長
奨
励
賞
】 

(

故) 

笠
原 

文 

様 

昭
和

58

年
５
月
夕
張

俳
句
同
好
会
を
結
成
し
、

代
表
と
し
て

同
好
会
の

発
展
に
努
力
を
し
た
。
雪

月
花
展
や
各

種
展
示
会

等
で
作
品
を
発
表
し
、
ま

た
老
人
ク
ラ

ブ
等
で
俳

句
講
座
を
開
催
し
た
。 

【
文
化
協
会
奨
励
賞
】 

斎
藤 

希
美 

様 

昭
和

59
年

12
月
友
人

に
誘
わ
れ
て

夕
張
歌
人

会
に
入
会
し
、
新
墾
（
に

い
は
り
）
主
宰
の
足
立
敏

彦
先
生
の
指

導
を
受
け

ま
し
た
。
毎
年
、
新
春
短

詩
文
芸
大
会
・
夕
張
市
民

短
歌
大
会
等
に
参
加
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
炭
の
は
な
し 

（
夕
張
駅
編
②
） 

二
代
目
の
夕
張
駅
は
、
市
民
会
館
（
現
在
閉
鎖
） 

の
裏
手
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
人
の
流
れ
は
順
調 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
と
も
か
く 

も
炭
鉱
用
地
を
離
れ
、
よ
う
や
く
駅
を
中
心
と
し 

た
街
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

私
鉄
夕
張
鉄
道
（
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
） 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
市
民
会
館
の
と
こ
ろ
に 

は
、
も
と
も
と
駅
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

北
炭
は
、
炭
鉱
で
使
う
土
砂
の
採
集
と
札
幌
へ
の
交
通
の
便
を
目
的

に
、
１
９
２
１
年
（
大
正
10

）
「
夕
張
鉄
道
株
式
会
社
」
を
設
立
し
ま

す
。
１
９
２
４
年
（
大
正
13

）
第
一
期
工
事
と
し
て
新
夕
張
～
栗
山
間

を
着
工
、
第
二
期
工
事
を
へ
て
１
９
３
０
年
（
昭
和
５
）
夕
張
～
野
幌

間
５３
㌔
が
全
線
完
成
し
て
、
１
９
２
６
年
（
大
正
15

）
10

月
開
業
し
ま

す
。 

 
 

 
 

「
新
夕
張
駅
」
完
成 

こ
の
「
夕
張
鉄
道
」
の
始
発
駅
が
「
新
夕
張
駅
」
（
後
に
本
町
駅
と

改
名
）
と
し
て
、
市
民
会
館
が
建
設
さ
れ
る
前
ま
で
あ
っ
た
の
で
す
。

（
後
に
姿
を
変
え
る
） 

開
業
当
時
、
駅
前
の
賑
わ
い
は
た
い
そ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
言
わ
れ

ま
す
。
そ
の
後
も
ラ
ー
メ
ン
店
、
白
戸
家
具
店
、
吉
野
木
材
、
第
一
ハ

イ
ヤ
ー
、
マ
ル
ヨ
酒
造
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。 

夕
張
鉄
道
の
沿
線
に
は
、
全
国
的 

に
は
珍
し
い
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
方
式 

の
線
路
が
あ
り
、
急
坂
を
登
っ
た
の 

で
す
。
下
っ
た
と
こ
ろ
に
錦
沢
公
園 

遊
園
地
が
あ
り
、
大
き
な
池
に
は
ボ 

ー
ト
が
浮
か
び
、
桜
の
名
所
と
し
て 

も
長
ら
く
炭
鉱
に
働
く
人
や
家
族 

の
憩
い
の
場
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。 

特
徴
的
だ
っ
た
若
菜
駅
は
残
っ
て 

い
ま
せ
ん
が
、
旧
新
二
股
駅
に
そ
の 

原
型
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 
 

  

  
 

 
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩 (176) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

紙
智
子
「 

国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

紙 

智 

子 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
世
論
を
広
げ
よ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
が
全
国
か
ら
党
中
央
委
員
会
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
３
月
25

日
、
大
門
実
紀
史
参
院
議
員
と
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
に
届
け
ま
し
た
。
前
日
に
、
い
わ

ぶ
ち
友
参
院
議
員
が
市
田
忠
義
副
委
員
長
と
日
本
ユ
ニ
セ
フ

協
会
へ
支
援
募
金
を
届
け
ま
し
た
。
侵
略
戦
争
中
止
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
の
世
論
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

先
立
っ
て
23

日
、
沖
縄
・
北
方
特
別
委
員
会
で
、
ロ
シ
ア
の

侵
略
を
受
け
て
日
ロ
外
交
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
安
倍
元

総
理
が
進
め
た
「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
称
す
る
日
ロ
領
土

交
渉
は
破
た
ん
し
た
と
た
だ
し
ま
し
た
。
林
外
相
は
「
今
後
の

対
応
は
言
え
な
い
」
と
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
す
答
弁
に
終
始

し
、
毅
然
と
し
た
外
交
姿
勢
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

あ
わ
せ
て
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
か
ら
50

年
た
つ
の
に
本
土
と

の
経
済
格
差
が
改
善
さ
れ
な
い
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
発

展
を
邪
魔
を
し
て
い
る
の
が
米
軍
基
地
で
あ
り
、
「
基
地
撤
去

こ
そ
真
の
振
興
だ
」
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
離
島
医
療
の
問

題
と
沖
縄
の
基
幹
産
業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
よ
る
黒
蜜
糖

工
場
へ
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。 

 

16

日
の
深
夜
に
発
生
し
た
震
度
６
強
の
福
島
県
・
宮
城
県
沖

地
震
は
日
本
が
地
震
大
国
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
ま
し

た
。
宮
城
県
山
元
町
の
イ
チ
ゴ
生
産
者
が
被
害
を
受
け
た
と
の

報
告
を
う
け
、
航
路
で
仙
台
市
へ
、
生
産
者
か
ら
被
害
状
況
を

お
聞
き
し
、
農
林
水
産
委
員
会
で
支
援
を
求
め
ま
し
た
。 

 

合
間
を
縫
っ
て
参
加
し
た
、
青
森
県
で
の
「
党
を
語
る
会
」

で
、
参
議
院
選
挙
勝
利
に
向
け
て
話
を
し
た
後
、
21

歳
の
学
生

を
党
に
迎
え
、
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

  

（大正 15 年、開業時の新夕張駅  写真集夕張より）  
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